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上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日

が
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
日

は
現
在
、
毎
月
27
日
で
す
が
、
4

月
か
ら
毎
月
25
日
（
当
日
が
土
・

日
・
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
そ
の

翌
営
業
日
）
に
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

1
（
48
）
2
1
2
1

下
水
道
課

1
（
48
）
2
1
2
3

下
野
市
民
憲
章
（
案
）
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
結
果

「
下
野
市
民
憲
章
（
案
）」
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
た
結
果
、
4

名
の
方
か
ら
10
件
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
概
要
と
、

こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公

表
し
ま
す
。

●
意
見
の
募
集
期
間

平
成
18
年
12
月
12
日
（
火
）

〜
平
成
19
年
1
月
19
日
（
金
）

●
公
表
す
る
資
料

・
意
見
の
概
要
と
市
の
考
え
方

・
下
野
市
民
憲
章
（
案
）

●
資
料
の
閲
覧
場
所

（1）
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（2）
文
書
閲
覧

①
総
務
課
総
務
係

（
国
分
寺
庁
舎
2
階
）

②
石
橋
庁
舎
市
民
相
談
室

（
市
民
課
窓
口
南
側
）

③
南
河
内
庁
舎
市
民
相
談
室

（
市
民
課
窓
口
南
側
）

※
閲
覧
時
間

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
5
時

●
問
い
合
わ
せ
先
　

総
務
課
総
務
係

1
（
40
）
5
5
5
1

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を

交
付
し
ま
す

平
成
19
年
度
上
半
期
分
（
利
用

期
間
は
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日

ま
で
）
の
利
用
券
を
次
の
と
お
り

交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
精
神
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
通
院

等
で
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必
要

と
す
る
方

④
80
歳
以
上
の
高
齢
者

●
事
業
内
容

タ
ク
シ
ー
乗
車
1
回
に
つ
き
、
利

用
券
1
枚（
基
本
料
相
当
額
）の
助
成

●
交
付
枚
数

3
枚
／
月
（
上
半
期
分
で
申
請

日
が
属
す
る
月
分
か
ら
）

●
申
請
・
交
付
場
所

下
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
国
分

寺
本
所
（
ゆ
う
ゆ
う
館
内
）、
石
橋

支
所
（
き
ら
ら
館
内
）、
南
河
内
支

所
（
ふ
れ
あ
い
館
内
）

※

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害

者
手
帳
・
療
育
手
帳
ま
た
は
保
険

証
な
ど
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

1
（
52
）
1
1
1
2

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

1
（
52
）
1
1
1
5

転
倒
骨
折
予
防
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
で
、
生

き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ

う
に
、
自
宅
で
も
簡
単
に
で
き
る

「
体
操
」
や
「
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

の
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

自
分
自
身
の
健
康
維
持
の
た
め

に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
応
募
対
象
者

65
歳
以
上
の
方
で
、
医
師
か
ら

運
動
制
限
等
を
受
け
て
い
な
い
方

●
開
催
場
所
と
開
催
日
時
　

〔
国
分
寺
公
民
館
〕

4
月
5
日
〜（
第
1
･
3
木
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

〔
き
ら
ら
館
〕

4
月
5
日
〜（
第
1
･
3
木
曜
日
）

午
後
1
時
15
分
〜
3
時
15
分

〔
南
河
内
公
民
館
〕

4
月
9
日
〜（
4
月
は
第
2
･
4

月
曜
日
、
5
月
以
降
は
第
1
･
3

月
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

※

祝
日
は
こ
れ
に
限
り
ま
せ
ん
。

●
参
加
費

無
料
。

●
受
　
付

3
月
12
日
（
月
）
〜

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉
課
（
き
ら
ら
館
）

1
（
52
）
1
1
1
5

情
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
非
常
勤

臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

学
校
教
育
課
で
は
、
情
報
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
（
非
常
勤
臨
時
職
員
）
の

候
補
者
を
登
録
し
、
登
録
者
の
中
か

ら
面
接
選
考
の
う
え
採
用
し
ま
す
。

●
仕
事
の
内
容

市
内
小
中
学
校
で
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
使
っ
た
授
業
の
補
助
等
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

●
報
　
酬

1
日
　
1
0，

5
0
0
円

（
年
間
1
7
6
日
勤
務
）

●
資
　
格

各
小
中
学
校
へ
通
勤
が
可
能
で
、

小
中
学
校
教
育
に
理
解
の
あ
る
方

●
応
募
方
法

3
月
23
日
（
金
）
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課

1
（
52
）
1
1
1
8
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「
お
こ
め
引
換
券
」の
交
換
は

お
早
め
に
！

下
野
市
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
元
気

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
、
市
に
お
け

る
子
の
誕
生
を
祝
い
、
日
本
の
食

文
化
で
あ
る
お
こ
め
を
贈
呈
し
子

育
て
支
援
と
米
の
消
費
拡
大
を
目

的
と
し
て
出
生
時
に
「
お
こ
め
引

換
券
」
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

交
換
に
つ
い
て
は
、
引
換
券
の

裏
面
の
事
項
に
ご
注
意
い
た
だ
き
、

早
め
に
交
換
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

◎
お
こ
め
引
換
券
は
、
10
㎏
（
4，

0
0
0
円
分
）
の
お
米
と
交
換

で
き
ま
す
。

※

差
額
を
お
つ
り
と
し
て
支
払

う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

※

不
足
分
は
、
保
護
者
が
ご
負

担
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

1
（
52
）
1
1
1
4

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
（
2
級
課
程
）

を
実
施
し
ま
す
。

就
業
援
助
の
た
め
の
訪
問
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
必
要
な
知
識

と
具
体
的
技
術
を
習
得
し
、
母
子

家
庭
の
母
及
び
寡
婦
の
自
立
促
進

を
図
る
た
め
に
訪
問
介
護
員
養
成

研
修
（
2
級
課
程
）
を
左
記
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

●
主
催

栃
木
県
・
宇
都
宮
市

●
実
施
機
関

（
財
）栃
木
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

●
日
程
及
び
会
場

①
県
央
会
場

栃
木
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
宇
都
宮
市
若
草
2
‐
2
‐
39
）

5
月
13
日（
日
）〜
11
月
11
日（
日
）

②
県
南
会
場

栃
木
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
栃
木
市
今
泉
2
‐
1
‐
40
）

5
月
27
日（
日
）〜
11
月
25
日（
日
）

時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
研
修
内
容

130
時
間
（
講
義
58
時
間
・
実
技

講
習
42
時
間
・
実
習
30
時
間
）

●
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の

方
で
、
地
域
で
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
従
事
す
る
方
ま
た
は
従
事
し

よ
う
と
す
る
方
で
あ
っ
て
全
課
程

修
了
で
き
る
方
。

●
募
集
人
数

①
県
央
会
場
25
名
程
度

②
県
南
会
場
30
名
程
度

（
書
類
・
面
接
に
よ
り
選
考
あ
り
）

●
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
他

8，

0
0
0
円
は
自
己
負
担
）

●
修
了
者
へ
の
対
応

栃
木
県
知
事
の
「
修
了
証
明
書
」

（
携
帯
用
含
む
）
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
本
研
修
修
了
者
に
対
し

知
事
の
管
理
す
る
「
修
了
者
名
簿
」

に
登
録
し
、
当
該
市
町
村
長
に
対

し
名
簿
を
送
付
し
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
の
便
を

図
り
ま
す
。

●
募
集
受
付
期
間

3
月
15
日
〜
4
月
9
日

●
申
し
込
み
先

栃
木
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

で
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
直
接
来

所
く
だ
さ
い
。

宇
都
宮
市
若
草
2
‐
2
‐
39

1
0
2
8
‐
6
2
2
‐
4
5
2
4

5
0
2
8
‐
6
2
1
‐
2
3
4
8

社会福祉課障害福祉係 152－1112 552－1137問い合わせ先

重度障害者の日常生活をしやすくするため日常生活用具の交付を行う制度です。該当する用具等は次
のようなものがあります。なお、原則として1割の自己負担分があります。

『日常生活用具給付事業』って何をしてくれるの？

注意事項
・必ず購入前に申請・相談ください。
・介護保険が優先です。
・介護保険が使える方は、種目（特殊寝台、つえ、入浴補助用具、居宅生活動作補助用具（住

宅改修）など）によっては介護保険のレンタルや補助を利用していただくものもあります。
・障害の内容と等級によって交付対象になるものとならないものがあります。
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（
例
）
パ
ソ
コ
ン
、
経
理
事
務
、
医

療
事
務
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
等

※

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た

め
に
は
、
受
講
前
に
対
象
講
座

の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
　
　

1
（
52
）
1
1
1
4

母
子
家
庭
・
寡
婦
の
方
へ

各
種
貸
与
の
ご
案
内
で
す

高
校
、
大
学
等
進
学
や
就
職
を

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
方
へ
、
必
要

な
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
就
学
支
度
資
金
（
入
学
時
に
必

要
な
資
金
）

○
修
学
資
金
（
授
業
料
、
書
籍
代
等
）

○
就
職
支
度
資
金
（
就
職
に
必
要

な
被
服
等
の
購
入
資
金
）

※

た
だ
し
、
育
英
資
金
、
そ
の
他

の
制
度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
他
、
技
能
習
得
資
金
、

修
業
資
金
、
生
活
資
金
、
結
婚
資

金
、
医
療
介
護
資
金
、
住
宅
資
金

等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

1
（
52
）
1
1
1
4

建
設
課
か
ら
の
お
願
い

建
設
課
で
は
市
道
を
管
理
し
て

い
ま
す
が
、
一
部
の
道
路
に
お
い

て
、
敷
地
の
雑
草
や
生
垣
等
が
道

路
に
は
み
出
し
た
り
、
物
が
置
か

れ
て
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
危
険

で
す
の
で
通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な

い
よ
う
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
風
雪
突
風
等
で
、
立
木

等
が
通
行
を
妨
げ
た
場
合
は
、
安

全
確
保
の
た
め
所
有
者
の
了
解
を

得
ず
に
伐
採
を
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
解
願
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

建
設
課

1
（
48
）
2
1
1
3

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
が
就
職

や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
あ

ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
教
育
訓
練
講

座
を
受
講
し
た
場
合
、
受
講
に
要
し

た
費
用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
要
件

次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
下
野
市
に
住
所
を
有
し
て
い
る

こ
と

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
か
、
ま
た
は
同
等
の
所

得
水
準
に
あ
る
こ
と

③
雇
用
保
険
に
よ
る
教
育
訓
練
給
付

の
受
給
資
格
を
有
し
て
な
い
こ
と

④
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
が
就
職
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
た
め
に
必
要
と
み
と
め
ら
れ

る
こ
と

⑤
過
去
に
母
子
家
庭
自
立
支
援
教

育
訓
練
給
付
金
を
受
給
し
て
い

な
い
こ
と

●
支
給
額

対
象
講
座
の
入
学
料
、
受
講
料

の
合
計
額
の
40
％
に
相
当
す
る
額

（
上
限
は
20
万
円
、
下
限
は
8
千
円
）

●
対
象
講
座

雇
用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
講

座
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
講
座

国では、さまざまな政策を検討するための現状分析資料として各種統計調査を実施しています。この、統
計調査は国勢調査のように定期的に調査を行うもので、毎年いくつかの調査が実施されています。

調査を行うために、地域の該当する方等を訪問していただく統計調査員を募集しますので、ご協力いただ
ける方はお申し込みください。

■応募資格 20歳以上の市内在住の方で税務・警察・選挙業務に従事していない方
（ただし、平日に市などで開催する説明会等に参加者できる方）
調査で知りえたことなど、秘密の保持ができる方

■手　　当 調査を行っていただいた場合は報酬をお支払いたします。
金額は調査により異なりますが、概ね3～5万円程度となります。

■申込方法 応募用紙に、住所・氏名・年齢・性別・電話番号・職業を記入の上、持参・郵送・ＦＡＸ・
メールで企画財政課までお申し込みください。応募用紙は企画財政課においてあるほか、ホ
ームページからもダウンロードできます。

※ 平成19年度の主な調査としては、6月1日を基準日とした商業統計調査・10月1日を基準日とした就業構
造基本調査があります。この他にもいくつかの調査が実施され、登録された調査員の方から優先に調査を
お願いしています。

企画財政課情報統計係　　〒329-0492 下野市小金井1127 140－5552
540－5572 メール　kikakuzaisei@city.shimotsuke.lg.jp

申し込み
問い合わせ先




